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2022年3⽉期第3四半期

決算概況
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■ 2022年3⽉期第3四半期業績ハイライト

※2022年3⽉期は決算期統⼀のため、第3四半期は在外連結⼦会社が12ヶ⽉決算となります

前年同期
（21年3⽉期
第3四半期）

22年3⽉期
第3四半期（※）

【参考】
（21年4⽉〜12⽉分）

売上⾼

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

⼜は四半期純損失

営業利益率

13,399 16,913 15,431

△287 1,330 957

△376 1,420 1,054

△327 756 490

△2.1％ 7.9％ 6.2％

在外連結⼦会社を
9ヶ⽉決算とした場合

前年同期⽐

+3,515

+1,617

+1,797

+1,083

+10.0%

（百万円）

前年同期（21年3⽉期第3四半期）との業績⽐較
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売上⾼ 売上⾼（在外連結⼦会社21年1〜3⽉分） 営業利益 営業利益（在外連結⼦会社21年1〜3⽉分を含む）

（百万円）

6,674

■ 売上⾼および営業利益の四半期ごと推移

※2022年3⽉期は決算期統⼀のため、在外連結⼦会社は21年1〜3⽉を含む15ヶ⽉決算となります

➢22年3⽉期3Q（21年10-12⽉）の動向
半導体不⾜や東南アジアでの新型コロナウィルス感染拡⼤に伴う
調達部品不⾜の影響は続いているが、受注は回復傾向



5

■ バランスシートの状況
➢流動資産のその他に「預け⾦」1,526百万円を含む

短期借入金
4,773
1年内返済予定の長期借入金
529

長期借入金
1,402

B/S（前年度末⽐） （百万円）

資産 21年12⽉末 21年3⽉末 増減額 負債及び純資産 21年12⽉末 21年3⽉末 増減額

流動資産 16,396 15,439 +957 流動負債 8,035 9,023 △1,038

現⾦及び預⾦ 5,141 5,377 △236 仕⼊債務 1,986 2,625 △640

売上債権 4,509 4,807 △298 短期借⼊⾦ 3,995 4,690 △695

△貸倒引当⾦ △7 △7 ±0 ⼀年以内返済予定
の⻑期借⼊⾦ 507 539 △32

棚卸資産 4,808 5,089 △281 その他 1,547 1,168 +378

その他 1,944 172 +1,772 固定負債 767 1,210 △443

固定資産 19,237 20,534 △1,298 ⻑期借⼊⾦ 350 838 △488

有形固定資産 18,686 19,719 △1,032 その他 417 371 +45

無形固定資産 82 90 △8 負債合計 8,802 10,233 △1,431

投資その他の資産 468 725 △257 純資産 26,831 25,740 +1,090

資産合計 35,632 35,973 △341 負債・純資産合計 35,632 35,973 △341

《流動性⽐率》 204.0% 171.1% +32.9% 《⾃⼰資本⽐率》 74.1% 70.3% +3.8%
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純資産 ⾃⼰資本⽐率（百万円）

➢純資産：+1,090百万円（前期末⽐）
➢⾃⼰資本⽐率：+3.8％（前期末⽐）

■ 純資産と⾃⼰資本⽐率の推移



7

■ 特別損失（減損損失）の計上

当社は、22年3⽉期第3四半期連結会計期間（21年10⽉1⽇〜
21年12⽉31⽇）におきまして、下記の通り固定資産の減損損
失を特別損失として計上いたしました。

１．減損損失の内容

•当社の連結⼦会社であるFUJI OOZX MEXICO,S.A. DE C.V.の保有する固定資
産について、半導体不⾜をはじめとした事業環境の変化に伴い収益性が低下し
たことにより、帳簿価額を回収可能価額まで311万USドル減額しました。この
減損の結果、連結決算において減損損失138,697千円を計上しました。

２．業績に与える影響

•上記の減損損失につきましては、22年1⽉28⽇公表の「2022年3⽉期第3四半
期決算短信〔⽇本基準〕（連結）」に反映しております。
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■ 2022年3⽉期通期業績予想の修正
2022年3⽉期通期の業績予想につきましては、世界的な半導体不⾜や東南
アジアでの新型コロナウイルス感染症拡⼤による調達部品不⾜で各⾃動⾞
メーカーの減産が⻑期化している中、売上⾼は前回発表予想から微減となり
ますが、利益については売上構成の変化、原価改善効果の上振れ等により増
益を計画しております。

※2022年3⽉期通期は決算期統⼀のため、在外連結⼦会社については15ヶ⽉決算
となります

【修正計画】
22年3⽉期
通期（※）

【10/27公表値】
（参考）21年4⽉

〜22年3⽉分

売上⾼

営業利益

経常利益

当期純利益

営業利益率

21,800 20,31720,517

1,550 1,177977

1,700 1,3341,084

950 685685

7.1％ 5.8％4.8％

【修正計画】
（参考）21年4⽉

〜22年3⽉分

在外連結⼦会社を
12ヶ⽉決算とした場合

在外連結⼦会社を
12ヶ⽉決算とした場合

【10/27公表値】
22年3⽉期
通期（※）

22,000

1,350

1,450

950

6.1％

（百万円）
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ESGの取り組み
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弊社の本社・静岡⼯場でも太陽光発電システム設置の第1期⼯事が完了
しました。2⽉から稼働開始の予定です。23年度末までには⼯場内の全
ての建屋屋上に設置する計画です。
弊社グループではCO2排出量の削減⽬標を2023年までに△20％、
2030年までに△50％と定め、再⽣可能エネルギーへの転換、省エネな
どの活動を⾏ってまいります。

■ ESGの取り組み
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本資料に記載されております業績の⾒通し等の数値につきまして
は、現在⼊⼿可能な情報に基づき作成しております。

今後発⽣する経営環境の変化等により実際の業績が⼤きく予想と
異なる可能性がありますので、投資等の判断材料として全⾯的に
依拠されることは差し控えて頂きますようお願いいたします。

また、今後予告なしに⾒通し数値が変更されることがあります。
本資料の情報の使⽤による結果について、弊社は何ら責任を負う
ものではございませんのでご了承下さい。

フジオーゼックス株式会社


